
　

「
第
２０
回
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
大
会
」
が
５
月
２７
日
、

山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
７３
人
が
集
い
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
つ
な
が
る
喜
び
を

感
じ
よ
う
」。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
も
増
し
て
活
気
あ
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
と
な
る
よ
う
、
ま

た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
連
な
っ
て

い
る
こ
と
の
再
確
認
や
新
た

な
つ
な
が
り
作
り
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
準

備
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
集

え
な
い
人
と
も
つ
な
が
る
た

め
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の

同
時
配
信
が
行
わ
れ
、
海
外

か
ら
も
視
聴
が
あ
り
ま
し

た
。４

年
ぶ
り
の
集
合

型
開
催

　

第
一
部
の
開
会
礼
拝
に
始

ま
り
、
第
二
部
は
菅
谷
淳
総

主
事
に
よ
る
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

活
動
報
告
と
表
彰
。
今
年
度

の
会
員
部
運
営
委
員
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
委
員
を
含
め
て
下

記
の
２３
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。続
い
て
、名
誉
会
員
に
、

長
年
に
わ
た
り
広
く
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い

る
山
本
和
さ
ん
が
推
挙
さ
れ

ま
し
た（
下
中
央
記
事
）。「
ユ

ー
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
は
、
各

セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
に
お
い

て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し

た
リ
ー
ダ
ー
４
人
が
受
賞
し

（
＝
２
面
）、
蒔
田
敏
雄
会

員
部
運
営
委
員
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
活
躍
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
贈
ら
れ
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
」
は
、「
中
国

語
の
聖
書
に
親
し
む
会
」
や

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
運
営
に
関

わ
る
ご
奉
仕
に
よ
り
、
昨
年

十
二
月
に
召
天
さ
れ
た
仲
田

達
男
さ
ん
が
受
賞
（
＝
左

下
）。
菅
谷
総
主
事
よ
り
退

任
さ
れ
る
会
員
部
運
営
委
員

７
人
に
感
謝
の
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
代
表
の
８
人

に
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
三
部
で
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
国
際
協
力
活
動
よ
り
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
」「
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
訪
問
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
＝

２
面
）。

　

第
四
部
は
、
リ
ー
ダ
ー
Ｏ

Ｂ
と
職
員
の
ギ
タ
ー
に
合
わ

せ
て
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
を
歌

い
、
皆
で
笑
い
合
う
こ
と
、

歌
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
る
和
や
か
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

離
れ
て
い
て
も

「
つ
な
が
る
喜
び
」

　

会
場
の
外
で
は
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
支
援
の
石
巻

物
産
展
と
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
の
た
め
の
お
菓
子
販
売
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
訪
問
団
は
、
国
際
協
力

募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
軸
と
し
て

つ
な
が
る
国
内
外
の
遠
く
離

れ
た
場
所
に
い
る
人
々
の
こ

と
も
思
い
、「
つ
な
が
る
喜

び
」
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
３
０
年
、
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
は
創
立
１
５
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
未
来
に
向
か
っ

て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
社
会
的
信

頼
と
使
命
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
会
員
と
共
に
さ
ら
な
る

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。�

（
広
報
室
）

　

２
月
６
日
、

遠
く
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
で
Ｍ
７

・
８
の
大
地
震

が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら

３
カ
月
が
過

ぎ
、
建
物
の
崩

壊
に
よ
る
死
者

が
５
・
７
万
人
、
テ
ン
ト
生

活
者
が
３
０
０
万
人
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
高
層
建

築
物
の
崩
壊
に
よ
る
人
身
被

害
が
多
く
、
近
隣
各
国
は
医

薬
品
、
医
療
従
事
者
、
救
助

隊
を
送
り
ま
し
た
。
日
本
も

自
衛
隊
を
派
遣
し
て
救
出
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
も
緊
急
支
援
募
金
を
実

施
し
、
復
興
の
た
め
の
祈
り

に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝

し
ま
す
。
▼
復
興
に
は
相
当

な
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
暑
熱
の
季
節

を
迎
え
る
の
で
衛
生
環
境
が

心
配
で
す
。
家
、
愛
す
る
家

族
・
隣
人
、
遊
び
友
達
を
亡

く
し
た
人
々
の
姿
に
言
葉
が

な
く
、
胸
が
痛
み
ま
す
。
大

き
な
困
難
の
中
で
新
し
い
歩

み
を
始
め
た
人
々
が
、
こ
の

苦
難
試
練
を
乗
り
越
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
平
穏

が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
と
祈
り

ま
し
た
。
▼
今
回
の
地
震
で

大
打
撃
を
被
っ
た
ア
ン
タ
キ

ア
は
、
聖
書
（
使
徒
言
行
録

１１
章
）
に
記
し
て
あ
る
都
市

で
す
。
西
ア
ジ
ア
史
を
学
ぶ

た
め
に
か
の
地
を
旅
し
た

際
、
路
地
裏
の
学
習
塾
か
ら

少
年
た
ち
の
元
気
な
学
び
の

合
唱
が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
被
災
地
の
少

年
た
ち
を
思
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
少
年
た
ち
よ
、

強
く
、
元
気
に
、
希
望
を
持

っ
て
、
命
を
大
切
に
。（
ミ

ッ
シ
ョ
ン
委
員　

佐
藤
茂
美
）

第
２０
回
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会

山
手
で
開
催　

海
外
か
ら
の
視
聴
も

2023年度会員部運営委員
YMCAの会員を代表して各種活動を企画、運営し、会員
増強なども担うのが「会員部運営委員」です。委員は毎
年の会員大会で推挙され、任期は一年。

【再任10人】

大橋めぐみ
小原史奈子
藏知　　浩

佐久間春枝
須田　哲史
東矢　高明

林　　正人
平山　恵子

御園生好子
綿引　康司

【新任5人】

菰渕　光彦
小口多津子

郷田　典子
鈴木　雅博

中村　周三

【退任7人】　＊任期満了

上田　晶平
近野　準一

榊原　正人
長谷川あや子

保坂　天蒼
本川　悦子

蒔田　敏雄

【スタッフ委員】

堀　　雄二
秋田　正人

大津　桃子
沖　　利柯

小野　　実
口原恵美子

小松　康広
波多　啓造

　山本さんは、UNICEF財
務局長としてニューヨーク
に赴任中、東京－ニューヨ
ークＹＭＣＡパートナーシ
ップ（現東京－フロストバ
レーＹＭＣＡパートナーシ
ップ）プログラムに関わり、
在米日本人家族や子どもた

ちをサポートしました。帰国後は、東京ＹＭ
ＣＡアドバイザーに就任。東京ＹＭＣＡ常議
員、評議員を歴任しました。その他、ＦＤ委
員会や2013年の山中湖センター90周年募金
委員会では委員長を務め、国際経験と専門を
生かしたリーダーシップを発揮しました。
YMCAで活動する若者たちを温かく見守
り、東京ワイズメンズクラブメンバーとして
も積極的に活動するなど、YMCAの諸活動に
広く貢献しています。

山本　和
かのう

さん名誉会員に推挙

　仲田さんは、20年以上にわたり
毎月１回「中国語の聖書に親しむ会」
を指導。中国語、ギリシャ語、日本
語のテキストを比較しながらの丁寧
な指導は、受講者に、文化的にも信
仰的にも新しい世界の扉を開きまし
た。開催回数は2８５回を数え、会の
継続と発展に情熱を注がれました。

　また、19５0年に中央大学ＹＭＣＡ（白羊会）に入
会されて以来７0年近く、東京ＹＭＣＡの会員として
多方面にわたり貢献されました。19８2年に英語専門
学校運営委員に就任し、以降、常議員、常議員会議長、
監事、３カ年計画推進委員長等を歴任。1993年から
は理事として、2003年から６年間は理事長として、
東京ＹＭＣＡの運営を導かれました。東京八王子ワイ
ズメンズクラブのメンバーとしてもＹＭＣＡの活動を
支えて下さいました。
　仲田さんの長年のご奉仕に心より感謝します。

Volunteer of the Year
ボ ラ ン テ ィ ア ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー

仲田　達男さん

毎月10日発行　第803号（通巻1307号）
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〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
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URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　菅谷	 淳
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東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命

６



　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
１
９

９
０
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
締
結
し
、
時
代
に
合

わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
大
人
の
識
字

教
育
、
避
難
用
シ
ェ
ル
タ
ー

建
設
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

支
援
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
診
療
所
や
教
育
の
支
援

活
動
な
ど
で
あ
る
。

　

今
年
２
月
、
５
人
の
職
員

が
１０
年
ぶ
り
に
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
訪
問
し

た
。
訪
問
の
主
な
目
的
は
、

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
運
営
支
援

を
続
け
る
非
公
式
の
学
校
、

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ｅ
（
＝N

on 
Form

al P
rim

ary 
Education

／
働
く
子
ど
も

の
た
め
の
学
校
）
を
訪
れ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

エ
デ
ィ
ル
プ
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ｅ
は
、
４
～
６

歳
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
３０

人
と
女
性
教
師
１
人
の
ク
ラ

ス
。
４５
分
間
の
授
業
が
３
時

間
目
ま
で
あ
り
、
英
語
、
国

語
（
＝
ベ
ン
ガ
ル
語
）、
算

数
を
学
ぶ
。
エ
デ
ィ
ル
プ
ー

ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
将
来
的

に
、パ
パ
イ
ヤ
、マ
ン
ゴ
ー
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
フ
ル

ー
ツ
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
性

を
生
か
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
を

作
り
た
い
そ
う
で
あ
る
。

　

ビ
リ
シ
リ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ｅ
に
通
う
の
は
６
～
９

歳
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち

で
、
エ
デ
ィ
ル
プ
ー
ル
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ｅ
と
同
様
の
授
業
を
受
け

る
。
ビ
リ
シ
リ
で
は
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ｅ
卒
業
生
た
ち
と
交
流
し

た
。
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ｅ
で
の
学
び
に

感
謝
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分

た
ち
も
感
動
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
洪
水
の
被
災
地
も
訪

ね
た
。
地
元
住
民
に
話
を
聞

く
と
、
川
の
水
と
恵
み
に
よ

っ
て
生
活
し
、
人
生
が
川
と

共
に
あ
る
た
め
、
何
度
被
災

し
て
も
川
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
入
職
し

て
以
来
、
国
際
協
力
募
金
で

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
」
と
呼
び

か
け
て
き
た
の
で
、
い
つ
か

は
会
い
た
い
と
願
っ
て
い

た
。
実
際
に
会
う
と
、
彼
ら

の
将
来
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思
う
気
持
ち
が
強
ま
っ

た
。

　

訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

も
、「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

人
に
会
え
て
、
今
ま
で
隣
り

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
自
分
の
気
持
ち
と
つ
な
が

っ
た
。」「『
日
本
は
』
で
は

な
く
、
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
を
同
列
に
並
べ
、
双
方

の
視
点
で
見
る
大
切
さ
に
気

づ
い
た
。」「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
小
さ
い
こ
と
で
も
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
気

づ
け
て
良
か
っ
た
。」
な
ど

の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

現
在
日
本
に
は
２
，
４
５

０
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日

本
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
の
半
数
、
約
１
，
１

０
０
人
の
避
難
者
と
出
会
っ

て
来
た
。口
を
そ
ろ
え
て「
戦

争
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
長
期

化
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
言
う
。
戦
争
は
わ
か

り
や
す
い
形
で
は
始
ま
ら

ず
、
ひ
と
た
び
始
ま
っ
た
ら

簡
単
に
は
終
わ
ら
な
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
活
動
の

き
っ
か
け
は
、
１
本
の
電

話
。
日
本
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
か
ら
「
年
老
い
た
母
を

日
本
に
呼
び
た
い
が
、
母
は

『
戦
争
は
す
ぐ
に
終
わ
る
。

こ
の
年
で
日
本
に
は
行
き
た

く
な
い
』
と
言
う
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
手
伝
っ
て
く
れ
な
い

か
。」
と
助
け
を
求
め
ら
れ

た
。
策
は
何
も
な
か
っ
た

が
、
そ
の
場
で
引
き
受
け

た
。
現
地
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
連

絡
す
る
と
、
そ
の
人
の
名
前

も
聞
か
な
い
う
ち
に
「
わ
か

っ
た
」
と
の
こ
と
。
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
協
力
し

て
、
ま
っ
た
く
面
識
が
な
い

人
を
見
つ
け
日
本
に
送
り
出

し
た
。
こ
う
し
て
、
１
組
目

の
避
難
者
が
来
日
し
た
。
渡

航
費
用
に
は
国
際
協
力
募
金

が
用
い
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
々
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

が
届
い
た
。
す
べ
て
に
は
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
生
後

２
カ
月
の
乳
児
か
ら
目
の
不

自
由
な
ご
老
人
ま
で
、
１
６

５
人
が
日
本
で
暮
ら
す
家
族

と
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
国
際

協
力
募
金
、
祈
り
の
お
か
げ

で
あ
り
、
誇
り
に
思
う
。

　

し
か
し
、
家
族
と
再
会
し

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
こ

か
ら
生
活
が
始
ま
る
。
戦
争

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
の

は
普
通
の
生
活
者
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

医
師
を
目
指
し
て
学
ん
で
い

た
若
者
が
、日
本
に
来
て「
あ

い
う
え
お
」
か
ら
学
ば
な
く

て
は
な
ら
ず
、
心
が
折
れ
そ

う
に
な
る
。
将
来
の
夢
や
仕

事
の
キ
ャ
リ
ア
が
ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
、
戦
争
の
最
も

悲
惨
な
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
の
主
な
課
題
の
一
つ

は
、
勉
強
や
遊
び
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
見

識
を
増
や
す
時
で
あ
る
の

に
、
そ
れ
ら
全
て
が
奪
わ
れ

苦
し
ん
で
い
る
１０
代
の
層
へ

ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
か
。
も
う
一
つ
は
、
言
語

の
問
題
や
国
家
資
格
の
制
限

に
よ
り
、
自
国
で
の
キ
ャ
リ

ア
を
日
本
で
生
か
せ
な
い
と

い
う
女
性
の
就
業
問
題
。
人

間
の
尊
厳
に
は
生
き
る
希
望

が
必
要
で
あ
る
。

　

戦
争
の
一
番
の
被
害
者
は

子
ど
も
で
あ
る
。
子
ど
も
の

教
育
を
日
本
で
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
け
る
か
。
子
ど
も

を
中
心
に
、
保
護
者
、
教
員

が
話
し
合
う
機
会
の
必
要
性

と
、
こ
の
問
題
を
包
括
的
に

捉
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
重
要
性
を
感
じ
る
。
こ
れ

か
ら
、
全
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

取
り
組
め
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　会員大会では、ＹＭＣＡの国際協力活動の中から、日本ＹＭＣＡ同盟を中心
に全国ＹＭＣＡで行っているウクライナ支援と東京ＹＭＣＡのバングラデシュ
ＹＭＣＡ訪問についての報告がありました。日本ＹＭＣＡ同盟は、ＹＭＣＡの
世界的ネットワークを生かし、戦禍のウクライナから日本への避難の手助け
や、日本での生活支援を行っています。また、東京ＹＭＣＡは、３０年以上、
バングラデシュの人々の生活や教育を支援しています。
　それぞれの報告を要約してお届けします。

ＹＭＣＡの
国際協力活動報告

日本ＹＭＣＡ同盟
ＹＭＣＡウクライナ避難者
支援プロジェクト責任者
横山　由利亜

東京ＹＭＣＡ
国際・総合教育事業部統括
松本　数実

Youth Volunteer of the Year
ユ ー ス 　 ボ ラ ン テ ィ ア ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー

バングラデシュＹＭＣＡ
訪問報告

ウクライナ支援報告

① 自分の社交的な性格が、メンバーと接するにあた
って役立つのではないかと思ったから。

② ＹＭＣＡ内外で、取り組みに対して積極的になれ
た。

③ 素晴らしいリーダーがたくさんいるので、それぞ
れの良いところを感じ取って吸収していってほし
い。

④ 自分の居場所

氏名（キャンプネーム）／現在／活動拠点／リーダー歴
①リーダーになったきっかけ
②リーダーになって自分が変わったところ
③リーダーとしてのメンバー（子ども）への思いや願い
④�あなたにとってＹＭＣＡとは？

① ＹＭＣＡリーダーである友だちの紹介。コロナで
大学のサークル活動ができなくなり、何かやりた
いと思った。

② どのように動けば相手のためになるか、自分にで
きることは何か、自分軸より相手軸で考えるよう
になった。

③ 周りにも自分にも寛容になってほしい。寛容にな
ることは、優しさや想像力につながる。

④ 「学びと成長」。子どもやリーダーとの関わり方だけでなく、自分
ができることできないことも学んだ。自分を形作る価値観を学び、
それによって成長できた。

山中綾乃さん（オズ）／社会人／山手センター／２年以上

先山　智さん（ロン）／学生／ｌｉｂｙ／１０カ月

① リーダー勧誘のハガキ。もともと、江東センター
の定例野外活動のメンバーだった。

② 子どもたちはまだ自分の気持ちを上手く言葉にで
きないために怒ったり泣いたり、意見が衝突して
喧嘩になることもある。そのような中で相手の気
持ちを汲み取って代弁する力や、我慢強く向き合
い続ける力が身についた。

③ 人の悲しみに寄り添い、人の喜びを自分の喜びにできるような温か
い人になってほしい。

④もう一つの家のような、大切な居場所。

関　沙也香さん（パディー）／大学４年／江東・東陽町センター／約３年

菅野さくらさん（かるた）／大学院２年／南センター／６年目

① 小学生からキャンプに参加していて、リーダーが
“かっこよかった” から。また、その時の仲間が

先にリーダーになり、楽しそうだったから。
② 人前に立つことへの抵抗が減った。街中で子ども

が困っている時、自然に声をかけられるようにな
った。

③ ＹＭＣＡでの仲間を大事にしてほしい。ＹＭＣＡ
でできたことを、幼稚園や学校で一歩踏み出すきっかけにしてほし
い。

④ いろいろな価値観や人に出会える場所。新しい発見ができる。人と
つながっている感覚が持てる場所。

子どもワークショップＮＦＰＥで学ぶ子どもたち
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２０２３ＹＭＣＡ世界大都市会議に参加

「人を育てる」ＹＭＣＡの研修

東京ーNY　フロストバレー便り
＊ニューヨーク近郊の日系人を対象にキャンプ等を行っている
「東京－フロストバレーＹＭＣＡパートナーシップ」。現地に出
向中のスタッフからのお便りを紹介します。

　組織のトップが変わる瞬間に立ち会える機会はそうないかも
しれない。昨年の夏以降、フロストバレーＹＭＣＡは２０年間
ＣＥＯを務めたジェリー・ハンコスキー（Jerry Huncosky）氏
の後任を決めるため、理事会が本格的に動いていた。北米ＹＭ
ＣＡ同盟のＣＥＯサーチチームと協力し、現役スタッフの考え
や意見をまとめることや、候補者選定が行われた。日本の感覚
では、経験豊かな生え抜きスタッフの中から選ぶのが一般的で
ある。だが、ここはアメリカ。幅広く公募を行ない、自分たち
に必要とされる人材を追い求める。公募の場合、過去のしがら
みがなく、思い切った改革が行われることが多いため、スタッ
フからは期待や不安の声が聞こえていた。２月、フロストバレ
ーＹＭＣＡ理事会は新ＣＥＯにリエル・ピアブームス（R i e l 
Peerbooms）氏を選び、全スタッフへ報告した。その翌日には、
ＳＮＳを通して参加会員や支援者に紹介した。ものすごいスピ
ード感である。
　オランダ出身の氏は、北米のサマーキャンプにカウンセラー
として参加したことをきっかけに、アメリカでのキャリアをス
タートさせた。直近では、ニューヨークのブルックリンを拠点
に、自然や環境とのつながりを通して若者の成長を助ける非営
利団体のトップとして活躍した。ＹＭＣＡでの経験はないが、
教師やソーシャルワーカーを含むキャリアの大半をニューヨー
クの非営利団体で築いてきた。
　３月３日に新ＣＥＯに就任し、すぐに全体スタッフ会で、自
己紹介を織り交ぜながらフロストバレーＹＭＣＡの今後の姿に
ついてプレゼンテーションを行った。ＳＮＳを通じたコミュニ
ケーションも新しく導入され、新風を吹き込んでいる。方針の
一つに『Shared Leadership（シェアド・リーダーシップ）』が
掲げられ、予測不可能なこの時代に、迅速かつより適切な対応
ができる新しい組織作りに早速着手している。４月には東京Ｙ
ＭＣＡ菅谷総主事とオンラインで挨拶が交わされ、期待と今後
の進め方について意見交換がなされた。私自身も新たに学ぶこ
とが増え、仲間の助けを得ながら新しくなった組織の一員とし
て日々邁進している。
 （東京－フロストバレーＹＭＣＡパートナーシップ　星住秀一）

　ＹＭＣＡは、安全で魅力あふれる活動を行うためのトレーニングや、より良い社会をつくるための人材育成プログラムな
ど、多様な研修を実施しています。一部をご紹介いたします。

　７月１４日～１９日、アメリカ
ノースキャロライナ州のＹＭ
ＣＡブルーリッジアセンブリ
にて、２０２３年ＹＭＣＡ世界
大都市会議（YMCA World 
Urban Network）が開催さ
れた。北米、中南米、アフリ
カ、ヨーロッパ、アジア太平
洋の大都市ＹＭＣＡ総主事、シニアディレクター約８０人が参加した。
　下記は、日替わりで論じられたテーマと内容である。

１．「Self-Care（セルフケア）」
　コロナ禍で傷ついた子どもたち、ＹＭＣＡスタッフ、人々の心のケアについ
て考えた。ＹＭＣＡは他者、地域社会への奉仕を優先しがちだが、自らのケア
も大切。ケアしあう社会、絆により助け合うコミュニティーを築く重要性が述
べられた。また、ウクライナＹＭＣＡのビクター総主事より、戦争で負傷した
兵士がコミュニティーに戻り心のケアやリハビリが必要になっているなど、新
たな課題が報告された。

２．「Clarity（明確さ）」
　今後のＹＭＣＡの中期計画をどう具体化するかが主な議題。コロナ後の現状
をしっかりと踏まえ、ビジョン、使命、資源、計画を明確にすることが成功に
つながることを学んだ。

３．「Inspiration（インスピレーション）」
　他者を鼓舞し、動機付け、能力を伸ばすリーダーシップについて。レバノン
ＹＭＣＡでの医療提供や女性の職業訓練、シエラレオネＹＭＣＡのユースを鼓
舞して目標を与えることにより職業を見つけるプログラムなどが紹介された。

４．「Innovation（革新）」
　社会の課題に対する新たな取り組み例の紹介セッション。プログラムを生み
出す際の３つの視点（必要とされているか、実現可能か、継続可能か）が示さ
れた。私も、４０年前にニューヨークでの日本人人口増加により始まった東京
とニューヨークＹＭＣＡのパートナーシップについて紹介した。

　大都市会議の真の目的はネットワークの強化である。今回の学びとネットワ
ークの構築は、新たなＹＭＣＡに向けてのignite（点火、発火の意）となった。
 （国際・総合教育事業部統括　松本数実）

■ボランティアリーダー研修
　５月４～６日、「第５４回全国ＹＭＣＡリーダー研修会」が岡山県倉敷市の少
年自然の家で開催されました。全国のＹＭＣＡで活動するリーダーが社会の課
題に向き合う力を高めるための研修会で、リーダー同士のつながりを深めるこ
とも目的の一つです。東京ＹＭＣＡから３人が参加しました。
　今回のテーマは「Youth must go on～見えていないものが　ほら　そこに
～」。コロナ禍で生活環境がさまざまに変化し、「ユース（若者）の力」を発揮
しづらい社会になっている中で、「ユースの力」とは何か、社会がより良くな
るために何ができるのかを考えました。
 （ウエルネス事業部　野外教育・ユース　杉田裕樹）

堀　清蘭さん（ぱぴこ）
「東京Ｙ　スキ！」
　より良いものをつくるために上下の関係を大切にし、経験者が引っ張ってい
くスタイルが他のＹＭＣＡにはあることを今回知った。もちろん、その方法も
良い形と思う部分もあるが、その形を知ることで、東京ＹＭＣＡが大切にして
いる経験、年齢で区分けせず、フラットな関係の中でより良いものを「みんな
でつくる」スタイルがより好きになりました。

﨑山祐弥さん（にっこー）　　＊カッコ内はキャンプネーム
「多種多様」
　さまざまな分野で活躍するリーダーたちと出会い、意見交換をしたことで、
普段は狭い中で意見交換していることに気付かされた。自分が参加する小学生
活動のリーダー会は、対象を小学生に限定して話し合われている。社会にはた
くさんの人がいることを意識して、広がりのある話し合いをしていきたいと思
った。

　以下は、参加したリーダーの感想です。

■ディレクタートレーニング
　４月２８～３０日、「キャンプディレクターおよびウエルネス
指導者資格認定研修会」が実施されました。東京ＹＭＣＡで
野外プログラムを担うスタッフの他、学校・居場所・アフタ
ースクール部門のスタッフや、日本ＹＭＣＡ同盟と関東の各
ＹＭＣＡからの参加もありました。
　研修ではＹＭＣＡキャンプの理解を深め、目指していきた
い姿を共有しました。また、グループの関係性が構築されて
いく過程を体感したり、アクティビティの立案・実施を通し
て安全管理や指導法を再確
認したりと、夏を迎えるた
めの土壌も整えていきまし
た。あたたかい社会をつく
るために日々心を砕き奮闘
する仲間がそれぞれの地に
いること、彼らと思いを語
り合えたことは私にとって
大変心強いものとなりました。
　ＹＭＣＡのキャンプは単なるアウトドアイベントではな
く、良き友人と出会い様々な価値観に触れることで、人とし
てバランス良く成長することを願ってデザインされていま
す。「今後の変化を予測することが難しい時代」と言われる
現代を生き抜いていく子どもやボランティアリーダーたち
が、自分の足で立ち、自分で人生を切り開いてくための一助
となるようなディレクターでありたいと、改めて感じた３日
間でした。
 （ウエルネス事業部　野外教育・ユース　沖津　桃）
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